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はじめに
?編曲（arrangement）」とは、ある楽曲を他の演奏形態に適するように改編することである。取り
上げる音楽のジャンルによっては広義にとらえられ、原曲に忠実なものから、編曲者による独自な
解釈を含むものまでさまざまである。
かつては編曲という作業は、オリジナル作品より一段低い存在とみなされてきた。原典を重んじ
る近代的な美学からは当然のことであるが、昨今、演奏会や CD録音でも積極的に「編曲」作品を
取り上げる事例が増えている。とりわけ特徴的なものとしては、他者が編曲演奏した作品を採譜し
て演奏することも行われている。
このような現象を新しい流れととらえ、今後の音楽演奏において「編曲」がどのような意味を持
つのかを探ってみたい。さらに、実践として、ベートーヴェン「ピアノ・ソナタ第 8番作品 13“悲
愴”」の第 3楽章が本来ヴァイオリン・ソナタのために構想されていたという仮説のもとに編曲を試
みることとした。
１．編 曲
１-１ 編曲の種類
まず、「編曲」とは何かについて考えてみよう。
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出版・放送などの著作物利用の態様に応じて著作者に与えられる権利の総体を「著作権」という。
世界史的に見ると、1791年にフランスにできた著作権法で立法化され、以降、技術の進歩とともに
変化することになるが、現在、著作権に関する国際条約は、「ベルヌ条約（正式名称は“文学的及び
美術的著作物の保護に関するベルヌ条約”）」と「万国著作権条約」の 2つがある。ちなみに、日本
は、1899年にベルヌ条約に加入し、ベルヌ条約を基本にした著作権法制となっている。また万国著
作権条約には 1956年に批准書を寄託し発効することとなった。
著作権の有効期限であるが、著作権法によると、該当する著作物を作ったのが「個人」の場合は、
著作者が著作物を創作した時点から著作者が亡くなって 50年間保護され、「団体」の場合は、該当
する著作物が世の中に公表されてから 50年間保護される、となっている（同法第五十一条）。
「著作権法」は、著作権から派生的に生ずる権利のひとつとして、「編曲権」も承認している（同
法第二十七条）。
また、「著作権の侵害」について争われた裁判「東京地裁 平成 13年（ワ）第 3851号 損害賠償
請求事件(注１)」判決文によると、「編曲」について次のように述べられている。
法 27条にいう編曲とは、既存の著作物である楽曲に依拠し、かつ、その表現上の本質的な特徴
の同一性を維持しつつ、具体的表現に修正、増減、変更等を加えて、新たに思想又は感情を創作
的に表現することにより、これに接する者が既存の著作物の表現上の本質的な特徴を直接感得す
ることのできる別の著作物である楽曲を創作する行為をいう（最高裁平成 11年（受）第 922号同
13年 6月 28日第一小法廷判決・民集 55巻 4号 837頁参照）。
編曲を行う者は、上記の事実をよく知った上で取り組まねばならない。
また、本論文では古典派音楽の演奏でしばしば行われる「即興的装飾」「カデンツァ」「アインガ
ング」については「編曲」とは考えないこととする。これは演奏上の習慣で変化される音符であり、
「別の著作物である楽曲を創造」することにはならないと考えるからである。
編曲の方法としては、自作を編曲する場合と他者作品を編曲する場合とがあるが、ここでは一般
的に四つに分類しておく。
a.リダクション（reduction）
ドイツ語ではAuszugである。大規模な楽曲を小編成に書き改めるもので、オーケストラのピアノ
編曲 Klavierauszugが代表的。他にオペラのヴォーカル・スコアなどがある。18・19世紀の交響曲
をピアノ独奏や連弾のために編曲し出版することは、かつては広く普及していた。
b.トランスクリプション（transcription）
異なった演奏形態への書き直し自体を目的としたもの。管弦楽曲の吹奏楽への書き直しなどであ
る。この語はまた、採譜の意味でも用いられる。J.S.バッハは他の作曲家、あるいは自らの作品を
しばしば異なる楽器のために書き直し、その中ではヴィヴァルディの原作を編曲したオルガン協奏
三 國 正 樹18
曲が有名である。また、ゴドフスキによるバッハ「無伴奏ヴァイオリン・ソナタ」「無伴奏チェロ組
曲」のピアノ編曲版（出版：Musica Obscura）や、レヒシュタイナーによるバッハ「無伴奏ヴァイ
オリン・パルティータ」のチェンバロ編曲版（CD :Alpha 027）なども、書き加えた音符の性質が
問題とはなろうが、ここに加えられてよいだろう。
c.原曲に解釈・敷衍を加えた編曲（parody／paraphrase／fantasy）
原曲の規範性と同時に、ある特定の意図や目的にかなった効果が発揮されるように編曲者の創意
工夫が反映されるもの。原曲の一部または全体を別の作品に転用するものや、音楽はそのままで歌
詞等を変えるもの（パロディー）、素材を活用して新たに作曲・伴奏つけをするもの、なども考えら
れる。また、この方向がより進むとパラフレーズ paraphraseやファンタジー fantasyとなる。
d.補完（completion）
復元、補筆復元などとも言う。未完の作品を研究者が補筆して完成させるものである。一般的な
「編曲」の考え方とはやや異なるかもしれないが、原曲のモティーフを生かし、作曲者のスケッチ
を研究して作る場合、「原曲に依拠し、かつ、その表現上の本質的な特徴の同一性を維持しつつ、具
体的表現に修正、増減、変更等を加えて、新たに思想又は感情を創作的に表現することにより、こ
れに接する者が原曲の表現上の本質的な特徴を直接感得することのできる別の著作物である楽曲を
創作する」行為と言えるだろう。
例えばモーツァルトの「レクイエム」や「ホルン協奏曲第 1番」第 3楽章は弟子のジュスマイヤー
が補完したものであり、未完成に終わった「ホルンのための協奏曲楽章（ロンド）K.371」「ホルン
協奏曲ホ長調（断片）K.494a」などは、学者や演奏家による復元が試みられている。シューベルト
の「交響曲ロ短調 D.759」は第 2楽章までの未完成作品であるが、ニューボールト他が補筆・完成版
を出版している。バルトーク「ピアノ協奏曲第 3番」「ヴィオラ協奏曲」は弟子の T.セアリーが完成
させたものである。マーラ 「ー交響曲第 10番」の復元版はクック版、カーペンター版、マゼッティ
版などがある。プッチーニのオペラ「トゥーランドット」は終結部分がフランコ・アルファーノに
よって作られた。他にも数多くあるのだが、一応よく知られた例を挙げてみた。
また、本来この分野には属さないものだが、ホルストの組曲「惑星」を挙げておきたい。この曲
は本来「火星」「金星」「水星」「木星」「土星」「天王星」「海王星」の 7曲であったが、作曲当時発
見されていなかった「冥王星」を、ホルストと同国の作曲家コリン・マシューズが作曲した版で演
奏することが広まりつつある。これはケント・ナガノとハレ管弦楽団が、英ホルスト協会の理事で
もある作曲家のコリン・マシューズに「冥王星」の作曲を委嘱したのもので、2000年にナガノ指揮
ハレ管弦楽団によりマンチェスター・ブリッジウォーター・ホールで「冥王星付き“惑星”」は世界
初演が行われた。
１-２ ピアノ作品と編曲
ピアノは、単独で幅広い音域を演奏できることから、さまざまな楽器の編曲を行うのに適した楽
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器である。それゆえ数多くの作曲家が種々の編曲を行っており、特に以下のジャンルがよく知られ
ている。
a.オルガン作品の編曲
バッハが残したオルガン作品を編曲したものが多く知られている。リスト、ブラームス、タウジッ
ヒ、レーガー、ブゾーニ、ラフ、ジローティ、ケンプ等の編曲が今日でも演奏されている。
b.オーケストラの編曲
交響曲・管弦楽曲をピアノ独奏用に編曲したもの、ピアノ連弾あるいは 2台用に編曲したものが
一般的だが、ピアノ協奏曲のオーケストラ部分を編曲した楽譜は、ピアノ学習者に必要なものであ
る。リストがベートーヴェンやベルリオーズの交響曲を独奏用に編曲したものは特に名高い。現代
では、多重録音という方法を用いて、一人の演奏家が連弾あるいは 2台ピアノの編曲を録音すると
いうこともしばしば行われる（CD：グレン・グールド「ピアノ版ワーグナ ・ーコンサート」米 CBS
 
M32351,1973／ファジル・サイ「ストラヴィンスキー 春の祭典」TELDEC WPCS 10570など）。
c.オペラの編曲
ヴェルディのオペラ、ヴァーグナーの楽劇からの編曲あるいはパラフレーズなど、リストが行っ
た数々の編曲が有名である。また、オペラ歌手の練習において、オーケストラをピアノに編曲して
練習することは一般的であり、楽譜（Vocal Score）も数多く出版されている。
d.歌曲の編曲
リストが行ったシューベルト、シューマン等の歌曲を編曲したものが知られているほか、ラフマ
ニノフがシューベルトの歌曲「どこへ？（［美しき水車小屋の娘］より）」を編曲したものなどがあ
る（CD :“Earl Wild Plays His Rachmaninov Song Transcriptions”,dell’Arte CDDBS 7001）。
２．今日の「演奏」と「編曲」
２-１ 編曲一般について
演奏において編曲作品が用いられることは非常に多い。いわゆる「名曲」をさまざまな演奏形態
に合わせて演奏したいという要求に応えることもあろうし、学校での音楽教育で合奏を行う場合に、
原曲の指定通りの楽器がない場合に行うこともある。
20世紀後半は「新即物主義Neue Sachrichkeit(注２)」などの思想により「楽譜に忠実」という考え
方が普及したが、21世紀を迎え、「作曲家の最終意図」がどこにあるかを考察しようとする流れ
や(注３)、古い理論書や奏法解説書などから「文化の共約不可能性」を認識することによって「勝利者
史観」を見直そうとする考え(注４) などが現れ、演奏様式には決して一つの正しい型があるとは言え
ないことが広く考えられるようになっている。そうした流れの中で、演奏者自身が活発に編曲を行
うことも多くなった。
現代で一般的には、ある独唱作品や独奏楽器のための作品を他の楽器用に書き替えて（読み替え
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て）演奏することがしばしば行われているが（独唱曲の例としてはラフマニノフ「ヴォカリーズ」
のチェロ用の編曲、また種々のヴァイオリン・ソナタをチェロ・ソナタとして演奏など）、室内楽な
どでは、他の楽器で演奏することを想定してあらかじめパート譜を用意してあるものも見られる（例
えばブラームス「クラリネット三重奏曲」Peters版はクラリネットの代用としてヴァイオリン譜が添
えられている）。
また、電子オルガン奏者は、機種が年々グレードアップすることや使用する音源が多彩になって
来たことから、編曲作業が演奏には欠かせない。
さらにクロスオーバー分野を考えると、『クラシック・イン・ジャズ 1-5（稲森康利編、中央アー
ト出版社、1987）』などの編曲楽譜に見られるように、既成のジャンルにとらわれない編曲も多く見
られるようになってきた。現代はさまざまな編曲が分野を超えて行われる時代であり、音楽的な価
値観も多様になっていると言える。
２-２ ピアニストと編曲
ピアノは、一人で演奏できること、幅広い音域を演奏可能であることなどから、編曲に適した楽
器であると言えよう。ピアニストが作曲家を兼ねていた時代から、ピアノと編曲は関係が深いと言
えるのだが、現代では、マルク＝アンドレ・アムラン、アルカーディ・ヴォロドス、アール・ワイ
ルド、小原孝、加羽沢美濃ら数多くのピアニストが積極的に編曲を行っている。
今日では、批判版などの楽譜の普及がみられ、楽譜を正確に読む音楽教育が浸透していることと、
学術的な演奏から離れ、編曲を自由に楽しむ文化の両面が演奏芸術文化を形作っているように感じ
られるのだが、前者の「楽譜に忠実」という考え方はむしろ演奏史の主流ではない、という考え方
も可能である。ピアニストが編曲を行うことは、現代に特有の現象ではなく、すでに昔から行われ
てきていることでもあるからだ。
チェルニーが、師であるベートーヴェンの作品を 1816年に演奏した時、パッセージを難しく変え
たり音の追加重複などを行ったりして作曲者の機嫌を損ねた事件があるが(注５)、それ以降チェル
ニーは「原譜どおりにひかなければならない(注６)」という信念を持つようになった。その後、楽譜上
の情報に演奏者が忠実であるべきだとする考え方が 19世紀から 20世紀にかけて普及したのであ
る。その流れの中でも、リストは自作品・他作品を問わず膨大な量の編曲作品を残したし、シュー
マン、アルカン、タウジヒ、タールベルク、サン＝サーンス、ブラームス、ブゾーニ、レーガー、
ジローティ、ラフマニノフ、ゴドフスキ、フリードマン、コルトーなどが編曲作品を残している。
演奏家・作曲家が編曲を行えるということは必要な能力であったと考えられる。
演奏者自身が編曲を行える能力を持っている場合は、たとえば独奏だと楽譜に記さなくても演奏
は可能であるが（ある種の即興演奏もこれに含まれる）、通常は楽譜に記された編曲作品を演奏する
ことが一般的である。しかし、ある演奏家が演奏した編曲を採譜したのちに別人が演奏する、とい
う演奏形態も現れるようになった。例えばワレリー・クレショフValery Kureshov(注７)、アルカー
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ディ・ヴォロドス Arcadi Volodos(注８) などが有名である。
３．ベートーヴェンと編曲
３-１ 当時の楽譜出版状況
17世紀頃までは、楽譜印刷は社会的に重大な事業であった。そもそも初期の楽譜は販売をされず、
その流通は物々交換であったと言われている。19世紀になってもその重大さは変わらず、たとえば
オペラのスコアを莫大な費用をかけて作らせるパトロンがいたのである。実際に演奏できる「パー
ト譜」ではなく「スコア（総譜）」の形であったことは、その作品を全世界に知らしめる目的であっ
たことを示している。
その後、楽譜はメディアとして変化する。つまり商品としての楽譜、営利事業としての楽譜出版
というものが成立し、楽譜出版の意義が変貌するのである。「権勢の誇示」としての楽譜ではなく、
作曲者が「認知される重要な媒体」という意味を帯びてくるのである。
19世紀にはこのような変化のほか、「編曲」の出版譜は当時の人々の音楽生活にとって大きな意味
を持っていた。その一つとして「演奏簡易版 erleichterte Ausgabe」の普及ということが挙げられる。
?演奏簡易版」とは、ある作品の演奏上の難しい箇所を易しく直して楽譜にしたものを言う。これ
は要するに当時音楽をただ「楽しみたい」一般的人々の要請によって生まれたものと考えられ（現
代でも「大人のためのピアノ曲集」などというジャンルにしばしば見られる）、ポピュラー音楽とい
う性格に近い。また、その考えの延長線上には「連弾版」のように、ある作品を家庭で楽しめるよ
うに編曲するものもある。これは現在でも見られる編曲の形態である。さらに、当時作られていた
「新楽器（アルペジョーネが有名）」のための編曲版も 19世紀は作成されていた。
これらの編曲は、当時は音楽受容の方法が現代とは全く違っていて、自ら音楽を演奏することが
かけがえのない意味を持っていたことを感じさせるものだ。現代はさまざまなメディアによって音
楽が町にあふれ、音楽は自分で行うものというより、受動的に聞く（聞かされる）ものという性格
が強くなっている。「環境音楽」の重要性が説かれ、「環境アメニティ」の向上を求める流れのもと
に種々の空間で音楽が流されているのが現代社会である。その中で主体的に音楽を奏でることは、
たとえば 19世紀の生活の中で生きていた音楽とは全然違った性質であると言えるだろう。現代と
違って当時の音楽産業は、主として楽器製造と楽譜出版だけであった。家庭用の編曲版、新楽器の
ための編曲版の需要は今日とは比べものにならないほどであったに違いない。
３-２ ベートーヴェンの編曲作品
ベートーヴェンは、オリジナルの作品を書いただけでなく、さまざまな編曲作品を残している。
ある一つの作品を編曲することは、当時は作品そのものの普及や、楽譜出版上の戦略と結びついて
いて、作曲家の収入源としてもかなり有効な手段であった。
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彼が残した編曲作品には次のようなものがある（次頁表１参照）。
前述のように、ベートーヴェンが生きた時代においては、編成の大きな作品のオリジナルな形は、
縮小版によって演奏されることが多かった。ハイドンの人気交響曲などは十数種類の編曲が出版さ
れていたし、ベートーヴェンの「交響曲第 2番」もピアノ三重奏曲用に編曲されて残っている。
表１を見ると、1807年の「ピアノ協奏曲」以降、リダクションが少なくなっていることが分かる。
この現象を「スコア」出版と合わせて考えてみると、ベートーヴェンの作品が、単なる家庭的な楽
しみを求める音楽からは離れていったと考えることも可能であろう。それは、当時の先進国イギリ
スにおいて、直接演奏につながらない形で作品の全貌を知りたいという知的関心が起こっていたこ
とと時期的に同一の現象ととらえることができる。
つまり、1809年からベートーヴェンは作風を転換させ、ソナタ様式における伝統的な主題展開に
代わる新しい形成原理の追求を行った。一般的な家庭で「音楽を楽しむ」という方向の価値観から
ベートーヴェンの音楽が離れていったことは、必然的にリダクションが少なくなることにつながっ
たと言えよう。
４．ベートーヴェン「ピアノ・ソナタ第 8番“悲愴”」第 3楽章の編曲
４-１ 原曲について
ベートーヴェンの「ピアノ・ソナタ第 8番作品 13“悲愴”」は、全三楽章から構成されるソナタ
である。
ベートーヴェンはピアノ・ソナタにおいて四楽章制を確立したが（作品 2、7）、作品 10-1、10-2に
なると三楽章制を採用して形式の縮小を図った。作品 10-3では四楽章制に戻り、ベートーヴェンら
しい雄大な世界を示している。続く作品 13（「悲愴」ソナタ）が、三楽章制にもかかわらず豊かな内
容を持ち、傑作と呼ばれる 1曲となった要因としては、第 1楽章に大きな序奏部を用いてそこに主
要主題を登場させた新機軸や、無駄を省いた形式、ロマン主義的精神の表現などが挙げられよう。
作曲は 1797年から 1798年にかけてなされたと考えられており、それは「ピアノ・ソナタ第 7番
ニ長調 作品 10-3」とほぼ同じ時期である。出版は 1799年秋で、ヴィーンのヨーゼフ・エーダー社
から?大ソナタ 悲愴 Grande Sonate pathe?tique>として出版された。献呈はカール・フォン・リヒ
ノウスキーになされている。
４-２ 編曲に至る理由
このソナタの最終楽章は、ノッテボームによるとピアノのためのものではなく、「いろいろな楽器
のために、外見から判断するとヴァイオリンのために考案された」ものである。『第二ベートーヴェ
ニアーナ』にはその根拠として二つのスケッチが掲載されており、以下のようなものである。
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表１ ベートーヴェンの編曲作品（他人の編曲をベートーヴェンが校訂したものも含む）
作品番号 曲 名 編 成 原 曲 編曲年 出版年 備 考
Op.4 弦楽五重奏曲 変ホ長調 2Vn,2Va,Vc 八重奏曲Op.103  1794～95 1796
 
WoO 10  6つのメヌエット Pf (「6つのメヌエット」）管弦楽 1795  1796 編曲のみ出版
WoO 13  12のドイツ舞曲 Pf (「12のドイツ舞曲」）管弦楽 1795 -1929
 
Op.87 弦楽三重奏曲 ハ長調 Vn,Va,Vc 管楽三重奏曲Op.87  1795  1806
 
WoO 11  7つのレントラー Pf (「7つのレントラー」）2Vn,Cb 1798  1799 編曲版のみ
Hess 107 フルート時計のための擲
弾兵行進曲ヘ長調
フルート時計 ハイドン「行進曲Hob.?Ⅸ-25」
ベートーヴェン「行進曲WoO29」等
1798? -1927
 
Op.16 ピアノ四重奏曲変ホ長調 Pf,Vn,Va,Vc 五重奏曲 Op.16(Pfと管楽器） 1801？ 1801
 
Hess34 弦楽四重奏曲ヘ長調 2Vn,Va,Vc ピアノ・ソナタ Op.14-1  1801～02 1802
 
Op.38 ピアノ三重奏曲変ホ長調 Pf,Vn/Cl,Vc 七重奏曲OP.20  1802～03 1805
 
Op.41 セレナーデニ長調 Pf,Fl セレナーデ Op.25  1803  1803 他人編曲校訂
Op.42 ノットゥルノニ長調 Pf,Va 弦楽セレナーデ Op.8  1803  1804 他人編曲校訂
Op.36 交響曲第 2番 Pf,Vn,Vc 交響曲第 2番 1805  1806 自作確証なし
Op.61 ピアノ協奏曲ニ長調 Pf,Orch ヴァイオリン協奏曲 Op.61  1807  1808
 
WoO 152  25のアイルランド歌曲集 伴奏 Pf,VnVc  1810～13 1814
 
WoO 153  20のアイルランド歌曲集 伴奏 Pf,VnVc  1810～13 1814,16
 
WoO 154  12のアイルランド歌曲集 伴奏 Pf,VnVc  1810～13 1814,16
 
WoO 155  26のウェールズ歌曲集 伴奏 Pf,VnVc  1810～14 1817
 
WoO 158:II 民謡歌曲集（イギリス） 伴奏 Pf,VnVc  1810～16? 1971
 
WoO 158:III 民謡歌曲集（その他） 伴奏 Pf,VnVc  1810～17? 1971
 
WoO 157  12の民謡歌曲集 伴奏 Pf,VnVc  1814～15
 
WoO 96 ?レオノーレ・プロハス
カ」より「葬送行進曲」
管弦楽,独唱(S),
語り,合唱
ピアノ・ソナタOp.26第 3楽章 1814～15 1815
 
Op.108  25のスコットランド歌曲集 伴奏 Pf,VnVc  1815～16 1818
 
WoO 158:I さまざまな民謡歌曲集
（大陸の民謡）
伴奏 Pf,VnVc  1815～
18,20  
1941
 
WoO 156  12のスコットランド歌曲集 伴奏 Pf,VnVc  1817～18
 
Op.104 弦楽五重奏曲ハ短調 2Vn,2Va,Vc ピアノ三重奏曲Op.1-3 他人編曲校訂
Op.134 大フーガ変ロ長調 Pf（4手） 弦楽器のための大フーガ Op.133 1826  1827
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スケッチ 1
スケッチ 2
スケッチ 1は、弦楽三重奏曲ト長調 作品 9の 1の終楽章、および弦楽三重奏曲ハ短調 作品 9の
3のスケルツォの間に見出されるもので、このスケッチが「ハ短調弦楽四重奏曲のフィナーレのため
のものだったのではないかという考えを起こさせる余地がある」とノッテボームは述べている。ス
ケッチ 2はピアノのための「ソナチネト短調作品 49の 1」の第 1楽章の後に書かれたものであり、
その両方のスケッチは 1798年に書かれたと推定されている。
ここに見られる楽想は、特にスケッチ 2に明瞭に表れているが、ヴァイオリンを想定したものと
考えてよい。弦楽三重奏曲のフィナーレという構想も有力であるが、「ソナチネ」との関係等も考え
るとヴァイオリン・ソナタがまず有力であろう。
そこで、この二つのスケッチおよび「ピアノ・ソナタ第 8番」のオリジナルの最終楽章から、ヴァ
イオリンのためのロンド楽章を作ることとした。スケッチからはコーダの楽想が導き出されると考
えられるので、その点は重視することとした。
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４-３ ヴァイオリン作品の編曲に際しての注意事項
ピアノ作品をヴァイオリン作品に編曲する際に気をつけておきたいことであるが、ゴードン・ヤ
コブ『管弦楽技法』を参照して次にまとめておく。以下、音名はドイツ語式音名表示を採用した。
・ヴァイオリンの音域で、安全に用いうるものは g-c3（ソロ・ヴァイオリンは e3まで可能）であ
る。
・二音の和音で最も容易なものは、もちろん一音が開放弦のものであるが、double stoppingすな
わち隣り合った二つの弦を押さえるものでは、次のものは安心して書くことができる。すなわ
ち g2-h2までの長 3度および短 3度、g2-cis3までの完全および増 4度、f2-cis3までの完全・増・
減 5度、fis2-dis3までの長・短 6度、es2-d3までの長・短 7度、d2-d3までの 8度である。
・長および短 2度は開放弦を用いるもの以外は避けるのがよい。また高い方の音が dより低いダ
ブル・ストッピングは弾くことができないので注意する。
・ 3つ以上の和音に関しては、弦楽器の実際の知識を持たない学習者は、少なくとも一つの開放
弦を含むものだけに限るのが最も安全である。5度と 6度の結合による和音で次のものは容易
でありよく鳴る。すなわち半音を含めて g-d1-h1から a1-e2-cis3まで、半音を含めて g-es1-b1か
ら a1-f2-c3まで、半音を含めて g-e1-c2から a1-fis2-d3までである。これらは短調の形でも可能で
あるが、des1-b1-f2および ges-es1-b1は除外される。
・ 4つの音を含む長および短三和音は、半音を含めて g-d1-h1-g2から d1-a1-fis2-d3まではすべて
可能で効果的である。
・ピアノ譜で両手が遠く離れたものを編曲するときは、（弦楽合奏に編曲する場合）両手の間を充
塡する。
これらの事項に留意した上で、編曲を行った。譜例は本論文の最後に示す。
５．現代の音楽演奏と「編曲」について
５-１ 編曲演奏の現状
編曲と言っても、そこには実にさまざまな方法がある。また現代は、古典派・ロマン派時代と比
べると音楽における自由度が増しており、扱う音の可能性も広い。
例えばマリウス・コンスタンは、ラヴェルの「夜のギャスパール」を管弦楽曲用に編曲している
し（CD :ADDA590047／NACC-5028）、ジャン・フランセはショパンの「前奏曲集Op.28」を管弦
楽化した（CD :koch schwann CD 311 060 H1）。これらは作曲者が行わなかった方法をあえて試
みたものと言える。また、グループ「音楽三昧(注９)」はドビュッシーのピアノ作品（「ピアノのため
に」「映像第 1集」「喜びの島」「小組曲」「アルバムのページ」）を編曲して録音しているし、ショス
タコーヴィチの交響曲、ラヴェルの「ピアノ協奏曲」の編曲なども行っている。この形態はかつて
の「家庭音楽」風な簡易演奏版を想像させるが、音楽を新しく作り変えることを目的としたもので、
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「音楽の友」2001年 4月号では「斬新にして大胆、しかしすこぶる真面目な精神で再創造・表現」
と評された。さらに、シューベルトの歌曲集「冬の旅」をハンス・ツェンダーがテノールと小オー
ケストラ用に編曲したもの（CD :RCA 09026 68067-2／KAIROS 12002KAI）を聴くと、かなり大
胆に音を変更していることが分かり、原曲に見られる調性感は薄いものとなっている。
そのように現代では、かなり音楽の表現可能性が広くなっている時代と言ってよい。
ここで、19世紀に見られた「演奏簡易版」などの趣旨を考えてみよう。こういう編曲のように「音
楽を楽しみたい」という要求に応える編曲は現代でも存在する。いわゆる「大人のためのピアノ曲
集」の類はおおむねこういった編曲集であることが多いし、連弾曲集にもこの種の編曲が多く見ら
れる。
昔の演奏形態への回帰現象と思われるものもある。モーツァルトの「ピアノ協奏曲K.413、414、
415」は管楽器部が“ad libitum”となっており、ピアノと弦楽四重奏のみでも演奏可能である。こ
れは作曲者が販売市場を有利なものとするべく採用した方法と言われているもので、筆者は 2000年
に「ピアノ協奏曲第 11番ヘ長調K.413」を古典四重奏団と「弦楽四重奏版」で演奏した（札幌コン
サートホールKitara）。また、ショパンの「ピアノ協奏曲第 1番／第 2番」は室内楽版（五重奏また
は六重奏）が存在し、「マレク・ドレヴノフスキ（指揮&ピアノ）／ショパン・ソロイスツ・アンサン
ブル（CD :OVCL-00016）」「ジャン＝マルク・ルイサダ（ピアノ）／ターリヒ SQ（CD :RCA 74321-
88678-2）」「白神典子（ピアノ）／ヤン・インゲ・ハウコス（コントラバス）／イクドラルシ弦楽四重
奏団（CD :BIS 847）」などの録音がある。
また、現代では「MIDI」というデータを用いて行う編曲も盛んになってきた。「MIDI」とは「Musical
 
Instruments Digital Interface」の略であり、電子楽器間でデータをやり取りするための規格である。
この規格により異なるメーカー同士でのデータの互換性がうまれ、ある機器で制作したデータを基
に別のデータを組み合わせる、あるいはピアノとMIDI楽器とのアンサンブル、などを楽しむこと
が可能である(注10)。
５-２ 編曲が求められるジャンル
さて、現代における現実の演奏を考えてみると、需要に応じた編曲が少ないジャンルがあること
に気づく。そのひとつは「歌曲伴奏」、もうひとつは「ピアノ 2台 8手作品」である。
歌曲の伴奏譜については、ヘルムート・ドイチュの以下のような意見がある(注11)。
ウィーン古典派の時代には、通奏低音時代の名残が確かにまだ多く存在しており、ピアニスト
は右手のパートを自分の趣味によって作り上げていったのである。（中略）私たちはみな楽譜にか
じりついてはいるものの、時代々々でのそれらに関する知識を充分に備えているとは言えない。
何かを変えたり、削ったり付け加えてみる勇気さえ持ち合わせていない。
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例えば有節歌曲においては、古典派の作曲家たちはピアノの右手でいつもメロディーを弾くよう
に要求していたわけではない、とドイチュは述べている。ただ、現代われわれが見ることのできる
楽譜からはそういう情報は読み取れないので、楽譜編集者が例示としていくつかの編曲の可能性を
示すことが有効ではないかと思われる。
日本歌曲においては、伴奏部分が当時の教科書では無伴奏だったため、それがオリジナルな形だ
と信じられていたこと(注12) や、書かれている伴奏も今日の音楽水準から見ると物足りないと感じら
れることが多いため、さまざまな編曲が試みられているが、ピアノ伴奏の編曲譜はまだまだ数が少
なく、今後の出版界の動向が注目されるところである。
次に 2台ピアノ作品であるが、そもそもこの分野は、連弾（1台 4手）に比べると、芸術内容的に
高度なものが多く、演奏技術的にも総じて難しい。ゆえに連弾のような、気楽に楽しめる編曲が少
ないのもうなずけるのだが、昨今の「ピアノ・デュオ」の普及を考えると、連弾同様に編曲作品の
需要が見込まれることは想像できる。
2台ピアノ作品の中でも「2台 8手」はあまり一般的な演奏形態ではない。ピアノを 2台揃える環
境に加えて、同程度の演奏レヴェルを持つ演奏者が 4人必要だからだ。作品であるが、ヒンソンの
“Music for More than One Piano”によると、ピアノ 2台 8手作品としては表２のようなものがあ
ることが分かる。
?2台ピアノ」作品の数が 800曲以上あることから考えても(注13)、「2台 8手」はオリジナルだけで
もかなり曲数が少ないジャンルであることが分かるが、編曲ではこのほか、古典派の序曲、交響詩
などが数点出版されているのみである。国内版楽譜では「ドヴォルジャークスラヴ舞曲集」なども
出版されているが、種々のカタログを見る限り、まだまだ数が少ないという感じは否めない。
このように一般的な演奏形態とは言えず、楽譜も少ない「2台 8手」であるが、最近は徐々にこの
形態での演奏を試みる人が増えているようだ。例えば群馬大学教育学部音楽専攻生主催による「定
期演奏会［ソロ・アンサンブル］」ではここ数年、この形態のアンサンブルが必ず見られ、曲目も「星
条旗よ永遠なれ」「フィンランディア」「エグモント序曲」「威風堂々」「スラヴ舞曲」など多岐にわ
たっている。ピアノの学習は通常は一人で行われることから、室内楽などのアンサンブル体験が乏
しい傾向がある。ピアノ 2台という環境が難点ではあるが、ピアノでアンサンブルを行うことはもっ
と普及されるべきであり、そのための編曲はもっと行われるべきだと言えるだろう。
５-３ 演奏の「個性」と「編曲」
最後に、演奏と個性について考えてみたい。
現代が「演奏の時代」だと言われるようになって久しいが、「演奏」における表現の個性とはどう
いうものだろうか。よく考えてみると、演奏は、作曲ほどには個性の違いを発揮できない。テンポ
の設定、音作りの方法の相違などで、まるで違う作品のように聞こえることも時々はあるが、普通
の聴き手は、何度か聴いた作品は同一の作品と認識するものである。
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演奏家が作曲家を兼ねていた時代は、たとえばリストなどは自作品を何度も改訂して、違った魅
力を出すようにしたり、他者の作品を「編曲」して、別の作品に作り変えたりもした。
演奏家の「個性」は、解釈の独創性のみを考えると、演奏会や CD録音等で音楽が普及した現代
では、なかなか違いを表現することが難しいと言える。しかし、聴衆に理解されるための努力義務
は演奏家にあることもまた事実なのであり、現代は、編曲や即興演奏など視野を広げた演奏活動で
「個性」を表現する時代に差し掛かっているのではないか。演奏における個性表現の可能性につい
ては、今後さらに研究を続けてゆきたい。
注 1:編曲権の侵害と依拠の有無について争われた裁判。いわゆる「“どこまでも行こう vs記念樹”裁判」。
表２ 2台 8手作品一覧
Arnold,Maurice（1865-1937） Valse Elegantes Op.30
 
Bank,Jacques（1943- ） Two for Four
 
Dahl,Ingolf（1912-1970） Quodlibet on American Folk Tunes（The Fancy Blue Cevil’s Breakdown）
Glazunov,Aleksandr（1865-1936） La Mer.Fantasie pour grand orchestra Op.28（Reduction by the composer）
Grainger,Percy（1882-1961） Country Gardens
 
Gurlitt,Cornelius（1820-1901） Fantaisie sur un air original Op.176
 
de Haas,Polo（1933- ） Orgella
 
Hoffmann,Heinlich（1842-1902） March,Novelette and Waltz Op.103
 
Holmes,G.Augustus（ - ） Fantasia on“Les Cloches de Corneville”
Kenins,Talivaldis（1919- ） Folk Danse,Variations anc Fuga 1963
 
Loevendie,Theo（1930- ） Voor Jan,Piet en Klaas 1979
 
Mendelssohn,Ferix（1809-1847） SymphonyⅠ c Op.11
 
Nakada,Yoshinao（1923- ） Songs in Praise of Beauty
 
Powell,John（1882-1963） In the Hammock（Scene Sentimentale）Op.19
 
Saint=Sae?ns,Camille（1835-1921） Marche He?roique Op.34
 
Schmidt,Yves R.（1933- ） As aulas do Visconde de Sabugosa 1964
 
Schultz,Edwin（1827-1907） Rondino Op.84
 
Williamson,Malcom（1931- ） Concerto
 
Wilson,Dorothy（1904- ） Danse DiversionⅠ/Ⅱ
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注 2:1920年代から 30年代にかけてドイツに興った芸術運動。表現主義への反動として、合理的、客観的、即物的な
現実把握をめざした。画家のグロッス、作家のケストナー・レマルクなどが代表的。新現実主義。新客観主義。
注 3:Jeffrey Kallberg,Chopin at the Boudaries
注 4:渡辺裕『西洋音楽演奏史論序説』
注 5:ツェルニー『ベートーヴェン 全ピアノ作品の正しい奏法』古荘隆保訳、全音楽譜出版社、p.171
注 6:ツェルニー、前掲書、p.171
注 7:Valery Kureshovは 1962年チェリャービンスク（ロシアのウラル地方）生まれ。25歳の時に 87年のブゾーニ国
際ピアノコンクールで第 2位。審査員特別賞。イタリア各紙は彼を「新しいホロヴィッツ」と絶賛した。それは
まだ楽譜が発表されていなかったホロヴィッツ編曲の結婚行進曲（メンデルスゾーン＝リスト）をレコードから
採譜して演奏したからである。
注 8:Arcadi Volodos“Piano Transcriptions,ソニーミュジックエンタテインメント,1997”
注 9 :1984年結成の 5人編成ユニット。チェンバロ・ガンバ・リコーダーなどの古楽器と、フルート・ヴァイオリン・
チェロ・コントラバスなどのモダン楽器を駆使して、ピアノ、オーケストラ曲を室内楽作品に編曲することが特
徴。
注 10:一例として、2004年 5月 14日に新潟県柏崎市の「産業文化会館エネルギーホール」で行われた「ピアノフェ
スティバル」の中のアンサンブル部門を見ると、14組のうち 4組が「ピアノと電子機器」の演奏であった。これ
はパソコン等を利用して気軽に音楽を楽しめることの表れとも考えられる。
注 11:ヘルムート・ドイチュ『伴奏の芸術』音楽之友社、p.163
注 12:藍川由美『「演歌」のススメ』文藝春秋、p.27
注 13:下山望／三國正樹編著『ピアノ・デュオ曲目事典』ムジカノーヴァ、p.3
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31「編曲」の研究
参考資料：
ベートーヴェン「ピアノ・ソナタ
第 8番ハ短調 作品 13“悲愴”」
第 3楽章編曲版
（筆者による編曲）
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